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1 . まえがき
工学部の各学科では，毎年卒業研究発表会や修士論文公聴会が行われている.また当大学内にお
いても各学会の支部大会がしばしば開催されることがある.これらの研究発表会においては座長ま
たは司会者の他に，発表者毎の講演時間を計測し所定の各時間にベルを鳴して経過時間を知らせる
時計係(タイムキーパー)が会の進行を補佐している.
私の体験した時計係では，うっかりしているとベルを鳴らすのが遅れたり，時間計測に集中すると
発表内容が理解できないばかりか質問もできないことがあった.こうした時計係の負担を軽減する
ためにベル押しを自動化し、小型で操作が簡単な研究発表会用タイムキーパー装置を製作して実用
化したので報告する.
2. 設計仕様
回路設計にあたっては，多機能を追求すると操作や設定箇所が多くなり使用上かえって複雑とな
るため，以下のような最小限の機能を備える設計仕様で製作することにした.
1) 発表会毎に①予鈴時間，②発表終了鈴時間，③最終鈴(講演終了鈴)時間を予め設定できるよ
うにし，各時間には①で短く 1 回，②で短く 2 回，③で長く 1 回ベルを鳴らすようにする.
2) 講演者が発表を開始した時にスイッチを一度押すだけの操作で機能するようにする.
3) 装置の電源は乾電池とし，使用する回路素子および LED は可能な限り省電力型とする.
4) 大型の発表(者)番号表示器を増設できるよう設計する.
5) 小型化のために部品数を少なくし，低価格で製作できるようにする.
6) 使用部品は汎用品とし，他の技術官が容易に自作できるようにする.
3. 回路構成
当装置は，前記設計仕様に基づき図 1 のブロック構成図のように回路構成を行った.
まず，電源スイッチを入れるとパワーオン・リセット回路からの CLR信号により時計および発表
番号の両カウンタは 0 となる.時間表示器は発表開始からの経過時間で表示することとした.時計
用カウンタのデータは 7 9 分 5 9 秒までの 4 桁を 7-Seg. LEDで常時表示し，視認性を確保して
いる.この時間計測範囲でたいていの研究発表会のタイムキーパーとして利用可能と思われる.
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図 1 製作したタイムキーパー装置のプロック構成図
発表(者)番号表示器は 1 0 進 3 桁カウンタのデータ 199 番までを 7 -Seg. L E Dで常時表示して
いる.ここで用いた 7 -S e g. L E D (1) の消費電流は，スタティック点灯による影響もあって全消
費電流の 80%(最大値)を占めており省電力設計のネックとなっている.
使用した論理回路素子は， CMOS タイプの 74HC シリーズ山. (3) で電源電圧は 2"'6Vで
動作保証されている.このため電源は，単 2 乾電池 X4 本を内蔵することにした.
3-1. 時計回路
4-Digit 7-Se邑ment L E D 
図 2 時計回路
図 2 は時計部分の回路図である.ここで用いた水晶発振器は，プログラマブル標準パルス発生器
SPG8651B 川. (5) で，原発振周波数は 100KHz となっている. 出力設定をして 100
Hz のパルスを得ている.さらにこれを 1/10に分周し発表中断スイッチ用のゲートに加え 10Hz
のクロックパルスをON/OFF して中断/再開の機能を果たしている.このため一度の中断で最
大 O. 01秒の時間誤差を生ずるが，これは許容範囲であろう.つぎに 10Hz を 1Hz に分周し 1 秒
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のクロックパルスを 4 桁の時計用アップカウンタに供給している.カウンタ部分についてはごく一
般的な回路のため説明を省略する.
3-2. 時刻一致検出回路
前記時計回路の 1 分と 1 0 分の 2 桁の BCDデータ (7 b i t) と 1 0 進ディジタル swによる各
設定時刻データとを比較し.一致したとき (A=B) にベルを鳴らすようにしたのが図 3 の時刻一致
検出回路図である.この回路では予鈴→発表終了鈴→最終鈴の順でのみ動作するようにしている.
図 3 時刻一致検出回路
3-3. 発表(者)番号表示回路
図 4 は発表(者)番号表示器の回路図である.
1 0 進 3 桁のアップカウンタと表示器を用い
199 までの番号を常時表示し，現在の発表
(者)番号を確認できるようになっている.
また会場の人々に番号を告知するための大型
発表(者)番号表示器にも同じ回路を組み込み，
4 芯ケーブルで並列に接続し演壇横の壁など
に増設できるようになっている.この表示器
には超高輝度 LED を配列し用いている. 図 4 発表(者)番号表示回路
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4. 実用化試験の結果および今後の改良点
製作した研究発表会用
タイムキーパーの外観図
を図 5 に示した.これを
平成 7 年度技術部日常・
専門研修発表会で使用し
技術宮各位から多くの貴
重な技術的助言や意見が
寄せられた.
また，私の所属する情報
工学科の卒業研究発表会
と修士論文公聴会におい
ても試用してみた.
卒論発表会では① 7 分，
② 9 分，③ 1 3 分に，公
図 5 製作したタイムキーパーの外観図
聴会では① 1 2 分，② 1 5 分，③ 2 0 分に時刻設定器を予めセットした.発表者毎に正確にベルが鳴
り，当初の目的を満足する結果が得られた.また発表会参加者からもたいへん好評であったことか
ら大きく貢献できたものと思われる.さらに電源として新品の乾電池に交換し使用した場合には，
最低 3 0 時間の連続使用ができるととも確認できた.
しかし，以下のような要望もあったので今後改良を要すると思われる.
・卒業研究発表会では 2 人連続の講演にも対応できるようにして欲しい.
-発表終了鈴が鳴る前に終了した場合はベルが鳴らないようにして欲しい.
5. むすび
当装置は，ベル押しの自動化と発表(者)番号の表示ができる点に特長があり，実用化試験の結果
から各種の研究発表会用タイムキーパーとして大いに寄与できるものと思われる.ところで，製作
に要した部品・材料費を実勢価格で算出したところ，本体 12. OOO~. 大型発表(者)番号表示器 8. OOOR. 
合計 2 万円であった.今後は改良を加え各学科への普及に努めたいと考えている.
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